
ボ
ス
ニ
ア
ー
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
。

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
を
解
体
に

追
い
や
っ
た
民
族
紛
争
は
全
面

解
決
に
程
遠
く
、
犠
牲
者
、
難

民
は
増
え
る
一
方
だ
。
国
連
の

平
和
維
持
活
動
で
さ
え
武
力
衝

突
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
中

で
、
今
、
民
間
医
療
団
体
「
国

境
な
き
医
師
団
」
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）

が
避
難
民
の
救
護
に
奔
走
し
て

い
る
。

　
旧
ユ
ー
ゴ
で
は
オ
ラ
ン
ダ
派

遣
チ
ー
ム
が
ク
ロ
ア
チ
ア
を
中

心
に
活
動
、
一
方
、
ベ
オ
グ
ラ

ー
ド
に
拠
点
を
置
く
ベ
ル
ギ
ー

派
遣
チ
ー
ム
が
ボ
ス
ニ
ア
を
含

　
一
九
九
一
年
八
月
か
ら
ベ
オ

グ
ラ
ー
ド
で
陣
頭
指
揮
を
執
る

現
地
代
表
の
ベ
ル
ギ
ー
人
医
師

エ
リ
ッ
ク
’
ダ
シ
ー
さ
ん
（
三
〇
）
。

厳
冬
期
の
難
民
対
策
に
忙
し

い
。
「
冬
に
入
る
と
ボ
ス
ニ
ア

か
ら
の
難
民
た
ち
が
あ
ふ
れ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
抗
生
物
質
を
も
っ
と
確

保
し
て
お
か
な
い
と
」

　
そ
れ
に
収
容
施
設
も
問
題

だ
。
「
テ
ン
ト
を
す
ぐ
設
営
で

き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
毛
布
の
調
達
や
給
水

車
の
手
当
て
も
ね
」

　
す
べ
て
ベ
ル
ギ
ー
の
事
務

所
と
頻
繁
に
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
る
。

希

夢
に
言
葉
を
弾
ま
パ
ー
ル
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、

ト
も
進
行
中
だ
っ
た
。
ペ
オ

グ
ラ
ー
ド
の
西
約
二
百
♂
の

ボ
ス
ニ
ア
領
北
部
の
村
コ
プ

リ
ブ
ナ
か
ら
精
神
両
患
者
二

百
人
を
暖
房
設
備
の
整
っ
た

両
院
に
移
球
ず
る
計
画
だ
。

　
ク
ロ
ア
チ
ア
国
境
に
近
い

町
の
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い

た
患
看
た
ち
は
、
九
二
年
五

月
か
ら
こ
の
村
に
疎
開
し
て

い
た
。
建
設
が
中
断
し
た
ま

ま
の
建
物
が
あ
る
か
ら
だ
っ

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
た
。

入
れ
た
。
入
浴
、
散
髪
、
ト
イ

レ
の
建
設
が
先
決
だ
っ
た
の

だ
。
テ
ン
ト
を
張
り
、
シ
ー
ツ

も
新
し
い
も
の
に
替
え
た
。
逐

日
連
夜
の
砲
声
に
お
の
の
い
て

い
た
患
者
に
笑
顔
が
よ
み
が
え

っ
た
な

　
ダ
シ
ー
さ
ん
は
九
〇
年
の
湾

岸
戦
争
を
き
っ
か
け
に
Ｍ
Ｓ
Ｆ

参
加
を
決
意
し
た
。
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
の
家
庭
医
出
身
の
彼
を
支

え
る
の
は
、
現
地
の
人
々
と
の

　
［
心
の
触
れ
合
い
］
だ
と
い
う
。

め
て
口
を
き
い
た
患
者
も
い

る
。
も
う
帰
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す

か
、
っ
て
ね
。
行
方
不
明
の
家

族
の
消
息
も
な
ぜ
か
、
（
地
元

医
師
で
な
く
）
わ
れ
わ
れ
に
聞

い
て
く
る
ん
で
す
よ
」
と
声
を

弾
ま
せ
た
。

　
そ
う
し
た
交
流
の
場
と
つ
な

が
る
交
通
路
の
″
回
芦
は
銃

弾
が
飛
び
文
い
、
危
険
と
は
常

に
隣
り
合
わ
せ
。
サ
ラ
エ
ボ
で

は
二
人
の
柴
っ
た
車
が
そ
撃
さ

れ
、
危
う
く
命
拾
い
し
た
。

　
一
九
七
一
年
フ

ラ
ン
ス
で
創
設
。

オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ

ス
な
ど
欧
州
六
力

国
に
支
部
を
置

く
。
九
十
力
国
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
医
師
、
看
護
婦
、

技
術
者
約
三
千
人

が
登
録
。
人
道
主

　
こ
れ
ま
で
チ
ャ
ド
の
コ
レ
ラ

対
策
や
対
ト
ル
コ
国
境
の
ク
升

ド
難
民
治
療
に
も
参
加
し
た
ダ

シ
ー
さ
ん
に
と
っ
て
、
バ
ル
カ

ン
半
島
の
内
戦
は
衝
撃
だ
っ

た
。
「
す
さ
ま
じ
さ
の
次
元
が

遮
う
。
こ
こ
で
は
人
々
が
殺
リ

く
を
繰
り
返
し
、
わ
れ
わ
れ
に

さ
え
銃
口
を
向
け
る
」
。
紛
争

終
結
の
展
望
も
見
え
な
い
現
実

に
、
民
族
主
義
が
戦
争
に
駆
り

立
て
て
い
る
、
と
憤
り
を
隠
さ

な
い
。

　
国
民
的
支
援
の
在
り
方
に
も

限
界
を
指
摘
し
た
。
「
国
家
に

は
別
の
論
理
か
お
る
。
支
援
を

装
っ
て
い
る
の
だ
。
国
の
枠
か

ら
独
立
し
な
い
と
、
本
当
の
人

道
的
支
援
は
で
き
な
い
」
と
。

　
紛
争
当
事
国
を
巻
き
込
ん
で

圧
力
、
干
渉
、
駆
け
引
き
の
道

具
に
し
て
し
ま
う
国
家
主
導
の

　
「
支
援
」
外
交
を
鋭
く
告
発
し

て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
。
（
ベ

オ
グ
ラ
ー
ド
山
崎
共
同
記
者
）
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